
 

 

2021年 2月 25日 

株式会社 鹿児島銀行 

 

「かぎんＳＤＧｓ推進医療機関債」の引き受けおよび贈呈式の開催について（医療法人あさひ会様向け） 

 

鹿児島銀行（頭取 松山 澄寛）は、医療法人あさひ会様が発行する「かぎんＳＤＧｓ推進医療機関債（愛称： 

メディどん）」を引き受け、贈呈式を開催いたしましたので下記のとおりお知らせします。 

当行は、「かぎんＳＤＧｓ推進医療機関債」を通じてお客さまとともに地域課題の解決を図り、地域発展およ

び持続可能な地域の社会づくりに貢献してまいります。 

 

記 

１．概要 

発行会社 医療法人あさひ会 

所在地 鹿児島県いちき串木野市照島 6002番地 

理事長 金子 洋一 

事業内容 病院、クリニックを運営 

企業動向 ・医療法人あさひ会は、金子病院（いちき串木野市）とかねこクリニック（鹿児島市上荒田町）

を中心に運営する医療機関。 

【金子病院】 

・1992年 11月、金子洋一氏により串木野市（現、いちき串木野市）に 41床（現在 44床）で 

開業。1996 年、医療法人あさひ会設立。｢安全・安心な医療を目指し、患者さんにとって質

の高い医療を提供する｣という理念のもと乳腺・消化器外科（食道・胃・大腸肛門・肝胆膵・

ヘルニアなど）、一般外科を中心に診療を行うとともに、救急医療や生活習慣病、感染症医療、

高齢者医療、一般健診など、地域に根差した診療も実施。2014年には、院長に松本正隆氏を

迎え、従来の開腹手術に加え内視鏡を用いた侵襲の少ない腹腔鏡手術が増加。また種々のが

ん化学療法やターミナルケアを充実させて地域完結型のがん診療も目指している。さらに、

鹿児島市、薩摩川内市、日置市など多方面からの紹介も増加し、各医療機関との連携を一層

強化。2018年には、増加するがん患者の満足度向上のため、化学療法室も設置。高齢化社会

を見据え、訪問診療も開始。 

【かねこクリニック】 

・1999年 9月、乳腺・甲状腺に特化したかねこクリニックを鹿児島市上荒田に開院。院長金子 

朋代氏のもと、有床クリニック（19床）として外来から入院まで（検診・化学療法・手術な

ど）一貫した治療を実施。2014年からは、波多江正紀氏（非常勤）を迎え、婦人科検診、診

療も実施。現在は、女性医師による婦人科診療も開始し、遠方からの患者も増加中。 

・今回医療機関債による資金調達により、金子病院に新たにリハビリ棟を建築し、患者のＱＯ

Ｌを向上させ、より一層地域医療への貢献に努めていく。 

 



 

発行日 2020年 9月 30日（水） 

発行額 4千 5百万円（引受額 4千 5百万円） 

期間 5年（満期期日一括償還方式） 

資金使途 リハビリ施設新設資金 

贈呈先 学校法人神村学園 

贈呈品 不織布マスク（新型コロナウイルス感染症の感染予防） 

贈呈目的 子どもたちの健やかな成長のために 

 

２．贈呈式開催 

開催日 2020年 11月 25日（水）13：00 ～ 学校法人神村学園にて 

出席者 医療法人あさひ会   理事長   金子 洋一  様 

           事務長   金子 奨   様 

学校法人神村学園   理事長   神村 慎二  様 

     副理事長  常田 恭一  様 

鹿児島銀行串木野支店 支店長   屋宮 英夫 

           店内代理  最上 潤 

 贈呈式の様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

３．対応するＳＤＧｓ 

 

 

 

【参考】 

・「かぎんＳＤＧｓ推進医療機関債」は、発行額の一定割合を原資として「医療機関債発行法人」が指定す

る学校・団体さまに当行が「寄付（金銭を贈呈する）」・「寄贈（物品を贈呈する）」を行うものです。お

客さまの「想い」を当行の金融プラットフォームを通じて地域に届け、各種課題解決を図る取り組みと

なります。 

・「医療機関債」とは、2004 年 10 月に厚生労働省より示された「医療機関債発行のガイドライン」に基づ

き、その基準を満たした財務内容の良好な医療法人が資産の取得を目的として発行する債券のことです。 

 

以上 

【本件に関するお問い合わせ先】 

鹿児島銀行 医業支援部 

TEL：099-239-9754（ダイヤルイン）    

目標 3． 新型コロナウイルス感染症の感染予防対策の促進 

目標 4. 子どもたちがより充実した教育環境で学習できる機会の提供 


